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偉大なチュチェ思想の創始者金日成主席の誕生 109 周年に際して行われるチュチ

ェ思想国際インターネットセミナーに参加するようになったことは私の大きな光栄で

す。 

現代朝鮮の創建者、指導者である金日成主席と金正日総書記、金正恩総書記の尊名

は世界に広く知られています。 

朝鮮は今日、国際関係で自主政治の代名詞となっています。 

私が朝鮮を憧憬し、朝鮮の指導者を尊敬するようになったのも、まさに朝鮮が自

主の強国である理由からです。 

領土も大きくなく、人口も約 2,500 万名である朝鮮民主主義人民共和国がアメリカ

をはじめとした大国の支配戦略と専横にも屈することなく自主的発展の道を堂々と歩

んでいるのは、多くの人々の驚嘆を呼び起こしています。 

尊厳は人間にとって、そして国と民族にとってもっとも重要な表徴であります。 

多くの人、また多くの国が自己の尊厳を守り、輝かせるために努力しています。

尊厳を守るための戦いで成功する人や国もあるが、失敗する人や国もあります。 

私は朝鮮民主主義人民共和国が国と民族の尊厳と自主権守護の手本であると思い

ます。 

弱肉強食が国際関係を支配している今日の世界で、そしてさほど大きくない国、

一民族が自己の尊厳と自主権を守り、国際社会に自己の存在を浮き彫りにするというこ

とは、決して容易なことではありません。 

私は金日成主席が創始し、金正日総書記が発展豊富化させ、金正恩総書記が確固と

堅持しているチュチェ思想、朝鮮民主主義人民共和国の自主政治の基礎、起点になって

いると思います。 

チュチェ思想は、朝鮮民主主義人民共和国で革命と建設の指導指針である   

金日成・金正日主義の思想的・理論的中核であり、朝鮮民主主義人民共和国のす

べての政策とスローガン、現実に反映されています。 

金正恩総書記は、去る 1 月の初頭に行われた朝鮮労働党第 8 回大会で、朝鮮の党

と国家、人民が以民為天、一心団結、自力更生のスローガンを高く掲げることについて

強調しました。 

この三つのスローガンにチュチェ思想の要求が集大成されており、朝鮮民主主義



人民共和国の自主政治の勝利の保証があります。 

以民為天は人民を世界でもっとも高い位置に据え、人民の利益の実現にすべてを

服従させるというスローガンとして、革命と建設の主人は人民大衆であり、革命と建設

をおし進める力も人民大衆にあるというチュチェ思想の社会・歴史原理が具現されてい

ます。 

一心団結のスローガンにもチュチェ思想で武装した人民の団結した力ですべての

挑戦を克服していこうとする朝鮮民主主義人民共和国の強靭な意志が込められていま

す。 

自力更生は、自分の力を信じ、自己の運命を自力で開拓するというチュチェ思想

本来の要求であり、尊厳と自主のための最善の方途であると思います。 

以民為天と一心団結、自力更生のスローガンが貫徹されるとき、朝鮮民主主義人

民共和国は自主のとりでとしてさらに強くなるでしょう。 

中東のアラブ諸国にも尊厳と自主を志向し、善と正義を主張する思想理論が少な

くありません。しかし、それが時代の発展と人民の志向、現実を十分に反映していない

ことにより、そしてそれを実現するという強い意志と挑戦にたいする克服精神が足りな

いことにより、大国と強国の内政にたいする支配と干渉を許したり、時には尊厳を蹂躙

され、民族的自主権も侵害されたりする事態が起こるのです。 

中東地域は人的および物的資源も豊かであり、自主的発展の有利な環境をもって

いますが、一部のアラブ諸国では政治的不安定が持続し、外部勢力の干渉によって四分

五裂し人民が苦痛をなめています。 

現実は剛毅な自主精神をもってすべての思考と実践を国と人民の安寧と安全、利

益を守ることに服従させ、尊厳と権利、正義を座して望んでばかりいるのでなく、力で

もって勝ち取らなければならないということを示しています。 

私は中東の一部の国の実態と朝鮮の形勢を対比して見ながら、チュチェ思想の威

力と朝鮮の剛毅な自主精神の根幹について再度認識するようになります。 

朝鮮民主主義人民共和国の剛毅な自主精神は今回の朝鮮労働党第 8 回大会でアメ

リカにたいして「強対強」「善対善」の原則で対応すると宣布したことだけを見てもよ

く分かります。 

チュチェ思想は人間が自分を知り、どのように自力を育てなければならないかを

悟らせる偉大な政治学説です。 

私は自主と正義を志向する人であれば、チュチェ思想を深く研究し、チュチェ思

想を現実に具現するために努力すべきであると思います。 

チュチェ思想が示す道に沿って進むとき、人間の尊厳、国と民族の尊厳も守られ

るし、自主的で平等な社会が建設されるだろうと思います。 

終わりに、チュチェ思想に関するインターネット国際セミナーに招請してくれた

ことに再度感謝の意を表します。セミナーに参加したことを幸福に、喜びに存じます。 



これからチュチェ思想と美しい国である朝鮮民主主義人民共和国にたいして関心

をもって朝鮮を憧憬し支持する友人の間で、さらに活発な連携と協力がなされることを

願います。 

ありがとうございます。 

 


